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Sustainable Development Goals
略称「SDGs」（持 続 可 能な開 発目標 ）を
千葉県と一緒になって浦安市の羅針盤にしたい!
　「SDGs」とは、「持続可能な開発目標」のことで、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のため
の2030アジェンダ」にて記載された世界１９３ヵ国が推進する2016年から2030年までの地球環境の改善目標です。
　持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲット・232の指標から構成され、地球上の誰人取り
残さないことを誓っています。

～ 質 問と答 弁 の 抜 粋です 。～

＜質問＞ 熊谷俊人知事は「SDGs推進は千葉の未来を築く上で欠かせない」と重要性
　　を訴えています。　　　
　　　県はSDGs推進を総合計画に掲げているが、本市のSDGs推進に向けた取り組み
　　について問う。
＜企画部長答弁＞　千葉県が現在策定を進めている千葉県総合計画のなかで、総合計画
　　に掲げる政策・施策を着実に推進することが、SDGsを目指す社会の実現につながると
　　記載しています。
　　　本市におきましても、これまでも答弁してきましたが、総合計画における将来都市像「人が輝き躍動するまち・浦安～すべての市民の幸せの
　　ために～」の実現を目指していくことが、SDGsの推進につながるものと考えており、SDGsの推進に対する市の取り組む考え方は、千葉県と同
　　じ方向性であると考えています。
　　　
＜質問＞　本市のSDGs推進の中、脱炭素化に向けた企業の取り組みについて市の認識と見解を問う。
＜環境部長答弁＞ 令和２年、国におけるカーボンニュートラル宣言を契機として、企業の脱炭素経営に向けた取り組みが急速な進展を見せてい
　　ますが、市内でもゼロカーボンを目標設定とした企業が見受けられるところです。
　　　本市の温室効果ガス排出割合では、事業系部門が約70％を占めており、ゼロカーボンシティの実現には、企業の積極的な取り組みが必要
　　であると考えています。
　　　今日、企業には社会的責任として生産性や利益の追求ばかりではなく、脱炭素社会実現に向け高い目標を持って取り組むことが求められています。
　　市としましても環境に配慮した企業活動の取り組みについて、国のモデル事業の情報提供のほか、脱炭素化への取り組みに対する支援策
　　についても検討してまいりたいと考えています。
 　　　
＜質問＞　浦安市議会本会議で、SDGs機運向上を目指す登録制度について、県が創設した「ちばSDGsパートナー
　　登録制度」に対する市の認識と見解について問う。
＜市民経済部長答弁＞　ちばＳＤＧｓパートナー登録制度については、千葉県が創設・運営している制度であり、より多くの
　　企業等が本制度を活用していくことで、ＳＤＧｓが推進されていくものと考えています。
　　　市としましては、この取組みを支援するため、市ホームページなどを通じて、市内企業等に向け、制度の周知を
　　図ってまいります。

本市のSDGsに関する基本的考え方を議会一般質問で改めて問う。
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編 集 後 記

浦安市斎場増設棟が竣工 家族葬など小規模化に対応
◆ 背 景 
　浦安市斎場は、火葬場と葬
儀式場を併設した施設として、
平成17年7月の供用開始以来、
市内外から葬儀・火葬を受け
入れてきました。
　昨今は「家族葬」など小規
葬な葬儀、通夜・告別式などを
行わない「直葬」の増加など、
葬儀の形態が変化してきましたところから、このような葬儀の多様
化したニーズに対応した小規模な式場や控室、霊安室を備えた
増築棟を整備することになり竣工され、これから備品が備えられ
１０月に供用開始される予定です。

◆ 整 備 内 容
　小規模葬や直葬の増加に対応するため、
30名規模の式場及び6体用保冷庫を備えた
霊安室を整備しました。　
　また、葬家や会葬者の動線を考慮し、葬
儀・告別式が整備エリア内で完結できるよう、
必要な機能（控室や受付ホール、トイレ等）も
併せて整備しました。
　
◆ 私 見
　現在の霊安室は4体用保冷庫で運用してきたが、今回の増
設で6体用保冷庫が増設され、死亡者の多い冬期でも運用が
スムーズに執り行われます。

三番瀬環境観察館と一体の海岸親水施設が完成

▲ 竣工した増設棟

▲ 整備された冷暗所

東京湾前面護岸「日の出・明海の海辺開放」
　浦安市東京湾前面護岸（幅40ｍ×距離1635ｍ）の開放につ
いて、千葉県との協議を始め全面開放に向けての取り組みが行
われています。 　
　日の出・明海海岸の開放につきましては、平成30年度より転落
防止柵や階段などの安全に利用するための施設の整備を行っ
ており、令和２年度までに全長1,635メートルのうち515メートルが
開放されております。
　令和３年度にシンボルロード先端付近までの約270メートル区
間について、転落防止柵の設置や舗装補修並びに海岸への
出入り口となるスロープの整 備を予 定され工 事が行われて
来ました。 　　
　安全柵に守られながら東京湾を望み安心してウオーキングを
楽しむことができ、海辺のイベントなどもできます。

▲ 前面護岸の利用者たち▲ 前面護岸に降りれるスロープ

● 総合公園からの階段施設が昨年完成し、本年7月、シンボルロード突
　 端からの階段・スロープで前面護岸に降りられるようになりました。

　 浦安市では、三方を海や河川に囲まれた立地を活かし、三
番瀬の貴重な自然環境を身近に観察する施設として令和元年
6月に、三番瀬環境観察館を開館しました。
　この観察館と一体施設として、市民が環境
学習を通して三番瀬に親しむことができる親水
施設を整備することになっていました。
　干潟や水鳥など、三番瀬の貴重な自然環
境を身近に感じてもらう環境観察施設がで
きました。
　どなたでも利用できる「 展 望デッキ」と市
や学校、市民団体などが行
う環 境 学 習 事 業 等で立ち
入ることができる階段状の

「親水護岸」で構成され、浦
安の水辺環境をより身近に
感じられるように設置された
ものです。
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※議会報告のポスティングや市政報告会の開催などが、主な活動です。
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▲ 整備された護岸

▲ 東京湾を望む展望デッキ

　浦 安 市は、苦 渋の選 択による漁 業 権 放 棄と公 有 水
面埋め立ての事業により急速に発展し、他の自治体が
羨むほど、財 政 力に優れ、利 便 性や生 活 環 境の良好
な市域となりました。
　熊川好生初代市長をはじめとする先人たちの叡智に満ち
たご苦労ご尽力があったからです。
　いま、内田悦嗣市長の下、開発期から成熟期に向け整
備が行われています。
　Vol.23号はSGDs推進について。
　多様化するニーズに応えた斎
場の増築棟の竣工。
　 東 京 湾 前 面 護 岸 親 水 整 備 。
　 三 番 瀬 環 境 観 察 館と一 体 整
備された親水護岸デッキ。
　日の出1丁目地先の歩行者専用道
の自転車共有道へ。
　など一般質問の場で要望させ
ていた事業を掲載させていただ
きました。ご高覧頂けると幸甚で
ございます。

日の出１丁目地先の歩行者専用道が自転車供用に
　日の出1丁目地先（三番瀬～シンボルロードまでの約700m歩行
者専用道）の内、日の出メディカルガーデンからシンボルロードまで
の約350ｍが、自転車と歩行者のゾーニングで区分され、今までの
歩行者専用から自転車通行が供用されることになりました。 
　自転車を運転される皆様には、今までの様に、その先の車道に
出て斜め横断や逆走したりする危険な行動はやめましょう。 

 残された三番瀬まで約350ｍは、
平成4年度予算で同様の工事が行
われる予定になっております。   　
　今まで何度か市議会一般質問で
要望させていただきました。 
　市担当部門の粘り強い交渉に応
えていただいた千葉県葛南土木事
務所に感謝します。▲ 新しくなった共用道路


